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川越市シンボルマーク

かかしまつり（山田・昨年撮影）
今年の作品は9月25日㈭まで展示予定。展示場所は裏表紙

救急医療はいま：2
みんなで支えよう大切な人：4
犬・猫を10頭以上飼養している飼い主の皆さんへ：9
●�「社協だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

№1326
平成26年9月10日

（毎月10日・25日発行）

川越市マスコットキャラクター
「ときも」
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円
滑
に
救
命
救
急
処
置
を
と
れ
る
よ

う
、
症
状
・
緊
急
度
に
応
じ
て
、
次
の
三

段
階
に
分
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
初
期
救
急
医
療
体
制

　

休
日
や
夜
間
に
外
来
診
療
で
対
応
可
能

な
軽
症
の
救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。「
川

越
市
医
師
会
夜
間
休
日
診
療
所
」「
休
日

当
番
医
」「
休
日
歯
科
診
療
所
」
が
該
当

し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
広
報
川
越
25
日
号
の
裏
表

紙
で
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
第
二
次
救
急
医
療
体
制

　

初
期
救
急
で
は
対
応
で
き
な
い
、
入
院

や
手
術
が
必
要
な
重
症
の
救
急
患
者
に
対

応
し
ま
す
。
右
下
図
に
あ
る
救
急
医
療
機

関
が
該
当
し
、
近
隣
市
町
の
救
急
病
院
を

含
め
た
当
番
制
方
式
な
ど
に
よ
り
、
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
第
三
次
救
急
医
療
体
制

　

緊
急
か
つ
重
大
な
生
命
の
危
機
に
あ
る

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。
市
内

で
は
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
該
当
し
ま
す
。

　

右
図
の
と
お
り
、
現
在
市
内
に
は
県
が

認
定
し
た
救
急
医
療
機
関
が
10
機
関
あ

り
、
救
急
車
に
よ
る
重
症
・
重
篤
な
救
急

搬
送
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
救
急
出
場
件

数
や
搬
送
人
員
は
一

度
減
少
に
転
じ
た
も

の
の
、
10
年
前
と
比

べ
て
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、
高
齢
者
人
口

の
増
加
だ
け
で
な
く
、
安
易
に
救
急
車
を

要
請
す
る
と
い
っ
た
「
救
急
車
の
不
適
正

利
用
」
問
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
問

題
は
、
現
場
到
着
や
病
院
収
容
が
遅
れ
る

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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急
に
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た
と
き
の
救
急
医
療
。
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
大
切
な
命

を
守
る
た
め
の
、
救
急
医
療
の
い
ま
を
紹
介
し
ま
す
。

市内の救急医療機関

○第二次救急医療機関
■第三次救急医療機関

①池袋病院
②帯津三敬病院
③川越救急クリニック
④康正会病院

5�埼玉医科大学総合医
療センター

⑥赤心堂病院
⑦関本記念病院
⑧三井病院
⑨南古谷病院
⑩武蔵野総合病院

救
急
医
療
は
い
ま

救
急
搬
送
の

現
状

救
急
医
療

体
制

市内の救急活動の推移

救急出場件数（件）

搬送人員（人）
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救
急
医
療
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
自

ら
の
症
状
に
応
じ
て
救
急
医
療
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な
医
療
が

提
供
さ
れ
、
地
域
全
体
の
救
急
医
療
体
制

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

①
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

②�

夜
間
・
休
日
で
も
受
診
可
能
な
医
療
機

関
を
調
べ
て
み
る

③�

症
状
が
比
較
的
軽
い
場
合
は
、
ま
ず
初

期
救
急
を
受
診
す
る

④
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

　

救
急
車
は
、
急
病
や
け
が
な
ど
で
生
命

に
か
か
わ
る
人
を
医
療
機
関
へ
緊
急
に
搬

送
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は

1
万
5
7
4
0
件
、
搬
送
人
員
は

1
万
3
6
2
6
人
で
し
た
。
こ
の
う
ち

軽
症
者
は
お
よ
そ
半
数
で
し
た
。
救
急
車

の
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
要
請

し
た
り
、
緊
急
性
の
な
い
症
状
で
の
出
場

要
請
が
重
な
っ
た
り
す
る
と
、
一
刻
を
争

う
重
症
者
の
搬
送
に
遅
れ
が
生
じ
ま
す
。

　

救
え
る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ
ず
1
1
9

番
通
報
を
!

意
識
が
な
い
▼
呼
吸
が
困
難
、
ま
た
は
感

じ
ら
れ
な
い
▼
顔
色
が
悪
く
、
冷
や
汗
を

か
い
て
い
る
▼
激
し
い
胸
痛
、
頭
痛
、
腹

痛
▼
や
け
ど
の
範
囲
が
広
い
▼
大
量
に
出

血
し
た
▼
頭
を
打
ち
、
意
識
が
お
か
し
い

■
誤
っ
た
利
用
例

自
家
用
車
が
な
い
▼
早
く
診
察
し
て
も
ら

え
る
▼
入
院
の
日
だ
か
ら
▼
タ
ク
シ
ー
だ

と
お
金
が
か
か
る
▼
自
分
で
病
院
を
探
す

の
は
面
倒

どうしよう…お悩みのときは 救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

救
急
車
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を

 埼玉県医療機能情報提供システム
http://www.iryo-kensaku.jp/saitama/
　医療機関や薬局を診療科目、診療日、診療時
間、最寄り駅などから検索できます。

10月
1日㈬

から

　次のとおり救急医療に関する相談等を行ってい
ます。ご利用ください。

 埼玉県小児救急電話相談L#8000
　子どもの急病時、家庭での対処方法や受診の
必要性について、看護師が電話で相談に応じま
す。ダイヤル回線、IP 電話等は L048－
833－7911におかけください。
時�間…月～土曜日 =午後7時～翌朝7時▶日曜
日・祝日・年末年始=午前9時～翌朝7時

＊育児相談はできません。また、診断・治療は
行えません。

 埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）
　L048－824－4199(24時間対応可 )
　次のような場合に、受診可能な医療機関の案
内をしています（歯科・口腔外科・精神科を除
く）。なお、医療相談はできません。
●�救急車を呼ぶほどではないけれど、緊急に医
療機関の受診が必要で、かかりつけの医療機
関がない

●�夜間や休日にどこの医療機関で診てもらえば
よいのか分からない

＊10月1日㈬以降、下記「大人の救急電話相談」
に統合されます。対応時間等は変更ありません。

　県では、小児救急電話相談に加えて、新たに大人を対象とする救急電話相談を開始しま
す。夜間の急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。医療機関を受診するべき
か迷ったときは、気軽にお問い合わせください。

大人を対象とする救急電話相談を開始します

大人の救急電話相談L♯7000
　ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合はL048－
824－4199におかけください。
時間…午後6時30分～10時30分（毎日）

■利用方法
①�左記の電話番号にダイヤルします
②�音声ガイダンスが流れたあとに、ボタン1を押
してください
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い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん

だ
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
た
め

に
、
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る「
脳
の
病
気
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
認
知

症
有
病
者
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
７

人
に
１
人
程
度
で
、
4
3
9
万
人
い
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
22
年
時

点
）。
認
知
症
の
原
因
と
な
る
主
な
疾
患

に
は
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」「
脳

血
管
性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

記
憶
障
害

●
同
じ
話
を
何
度
も
す
る

●
物
を
無
く
し
て
探
し
回
る

●
食
事
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
る

判
断
力
の
低
下

●
場
所
や
時
間
、
人
の
顔
が
分
か
ら
な
い

●�

自
動
改
札
や
A
T
M
が
利
用
で
き
な

く
な
る

性
格
な
ど
の
変
化

●
元
気
が
な
く
引
っ
込
み
思
案
に
な
る

●
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

●
う
つ
症
状
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る

●
落
ち
着
か
な
い

認
知
症
と
は

認
知
症
の
症
状

加齢によるもの忘れ

経験したことが部分的に思い出せない

目の前の人の名前が思い出せない

物の置き場所を思い出せないことがある

何を食べたか思い出せない

約束をうっかり忘れてしまう

物覚えが悪くなったように感じる

曜日や日付を間違えることがある

認知症の記憶障害

経験したこと全体を忘れている

目の前の人が誰なのか分からない

置き忘れ・紛失が頻繁になる

食べたこと自体を忘れている

約束したこと自体を忘れている

数分前の記憶が残らない

月や季節を間違えることがある

もの忘れと認知症の違い

　
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
認
知
症
の
初

期
症
状
と
似
て
い
る
た
め
判
断
に
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
上
記
の
表
は
加
齢
に
よ

る
も
の
忘
れ
と
認
知
症
の
記
憶
障
害
に
つ

い
て
の
症
状
の
違
い
で
す
。
当
て
は
ま
る

も
の
が
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
で
症
状
の
進
行
を
緩
や
か

に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
っ
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
専
門
の
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
相
談
会

　
認
知
症
の
方
や
疑
い
の
あ
る
方
、
そ
の

家
族
を
対
象
に
医
師
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日�

時
…
①
10
月
8
日
㈬
、
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分
、
②
11
月
7
日
㈮
、
午
後

1
時
～
3
時
、
③
12
月
16
日
㈫
、
午
後

2
時
～
4
時

会�

場
…
①
＝
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
②
＝
中
央
公
民
館
、
③
＝
霞
ケ
関

市
民
セ
ン
タ
ー

定
員
…
各
先
着
4
組

申�

し
込
み
…
9
月
16
日
㈫
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
電
話
で
高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
‐
5
8
0
9

あ
れ
っ
と
思
っ
た
ら

認
知
症
を
知
る

認
知
症
を
知
る

も
の
忘
れ
と
認
知
症

み
ん
な
で
支
え
よ
う
大
切
な
人

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
‐
5
8
0
9

高
齢
者
い
き
が
い
課
L
2
2
4
‐
5
8
0
9

　
認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
症
状
の
進
行
を
緩
や

か
に
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
周
囲
の
人
の
理
解
や
見
守
り
、
声
か
け
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え
ま

す
。
皆
さ
ん
も
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
症
状
の
進
行
を
緩
や

か
に
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
周
囲
の
人
の
理
解
や
見
守
り
、
声
か
け
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え
ま

す
。
皆
さ
ん
も
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　アルツハイマー病等への正しい理解のための街頭キャンペーンが行われます。
日時…9月20日㈯、午前11時～正午　会場…川越駅東口・西口デッキ

世界アルツハイマーデー街頭キャンペーン

名　称 所在地 電話

① 地域包括支援センターキングス・ガーデン 石原町1－27－7 L299－6760

② 地域包括支援センター小仙波 小仙波947－1 L227－7878

③ 地域包括支援センター連雀町 連雀町31－2 L229－5332

④ 地域包括支援センターよしの 鴨田3355－1 L298－7807

⑤ 地域包括支援センターたかしな 砂新田4－1－4ブランドールビル2階 L291－6003

⑥ 地域包括支援センターみずほ 中台元町1－16－11 L241－3676

⑦ 地域包括支援センターだいとう 南台2－11－4南台ハイツ1階 L249－7766

⑧ 地域包括支援センターかすみ かすみ野1－1－5 L234－8181

⑨ 地域包括支援センターみなみかぜ 吉田204－2 L239－0003

⑩ 地域包括支援センターブランチみなみふるや 並木新町2－5桜ビル301 L235－7731

⑪ 地域包括支援センターブランチこもれび 的場2098－22 L298－6221

　地域包括支援センターは、地域の高齢者の皆さんをさまざまな面から総合的に支えるために設け
られた市の委託機関です。
　専門知識を持った職員が必要な機関と協力調整をして問題解決のお手伝いをしています。

お近くの地域包括支援センターをご利用ください

　
「
日
ご
ろ
の
様

子
が
分
か
る
家
族

が
本
人
の
様
子
の

違
い
に
早
く
気
付

き
、
受
診
す
る
こ

と
で
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
す
の

は
川
越
市
在
宅
介
護
者
友
の
会
・
会
長
で

9
年
ほ
ど
前
か
ら
認
知
症
の
妻
を
介
護
し

て
い
る
師も

ろ

岡お
か

秀ひ
で

夫お

さ
ん
。
師
岡
さ
ん
に
認

知
症
の
介
護
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

◎　

◎　

◎　

◎　

◎　

　
「
雲
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
」
と

言
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
今
思

い
出
し
て
み
る
と
そ
の
言
葉
が
変
化
の
表

れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後

同
じ
質
問
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
頭

痛
を
訴
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
病
院
に

行
き
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
疑

い
が
あ
る
と
医
師
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
気
の

こ
と
は
す
ぐ
に
家
族
に
も
伝
え
、
近
く
の

交
番
や
近
隣
の
人
に
も
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
方
が
妻
の
行
動
を
周
囲
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
か
ら
で
す
。
始
め
は
、
本
人
も

症
状
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て

い
て
本
当
に
苦
し
そ
う
で
し
た
。
家
族
も

そ
の
頃
が
一
番
辛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
や
程
度
は
人
に
よ
っ
て

違
う
の
で
介
護
者
同
士
で
話
し
を
す
る
こ

と
は
重
要
で
す
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
情
報

が
得
ら
れ
た
り
、
良
い
気
分
転
換
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
本
人
も
家
族
も
地
域
に
出

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ

と
で
す
。約
90
分
の
講
座
を
受
講
す
る
と
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
受
講

者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
し
で
あ

る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
声

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
を
支
え
る

認
知
症
を
支
え
る

オレンジリング
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認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
介
護
者
の

方
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
、

そ
れ
が
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
で
す
。
参

加
者
は
、
1
0
0
円
程
度
の
費
用
を
払

え
ば
出
入
り
自
由
で
、
飲
み
物
を
飲
み
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
5
月
か
ら
川
越
福
音
自
由
教
会
で
開

催
さ
れ
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
民

生
委
員
・
老
人
会
・
自
治
会
や
保
健
推
進

委
員
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
大お

お

谷や

和か
ず

子こ

さ
ん
（
上

写
真
）は
、「
認
知

症
を
患
っ
て
な

か
な
か
外
出
で

き
な
い
方
や
そ

の
家
族
、
地
域

の
方
に
も
利
用

し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
利
用

者
に
と
っ
て
居

心
地
の
よ
い
場

所
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
相
談
な
ど
の
支
援
を
行
う
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
秦は

た

久く

美み

子こ

さ
ん

は
、「
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
や
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
い
る
方
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

会場（問い合わせ先） 曜日 時間
① 特別養護老人ホーム蔵の町・川越 第4月曜日 午後1時30分～3時30分

②
ケアセンター小仙波 第4日曜日 午後2時～4時
川越福音自由教会 第1水曜日 午後1時30分～3時

③ 中央公民館分室 第3金曜日 午前10時～正午
④ ケアセンターよしの 第3日曜日 午前10時～正午
⑤ デイサービスセンター遊・川越新河岸 第4日曜日 午後2時～4時
⑥ グループホームみんなの家・川越新宿 第4火曜日 午後2時～4時

⑦
ケアラウンジ南大塚

第2日曜日 午後1時～3時
第3金曜日 午後5時30分～7時

大東市民センター 第3水曜日 午後1時～3時30分

⑧
霞ケ関市民センター 第4火曜日 午後1時30分～3時30分
コミュニティカフェひだまり 第1木曜日 午後1時30分～3時30分
かすみ野自治会館 第2木曜日 午後1時30分～3時30分

⑨ 地域交流センターみなみかぜ 第4土曜日 午前10時～11時30分
― 介護老人保健施設�いぶき（同左L233－6056） 奇数月第3日曜日 午後2時～4時

― 霞ケ関東デイサービスセンター（特別養護老人ホ
ーム川越キングス・ガーデンL232－5155）

奇数月第3土曜日 午前10時～正午

市内で開催されているオレンジカフェ一覧
　曜日・時間は変更になる場合があります。事前に各施設にお問い合わせください。なお、①～⑨は5ページ・
表中の地域包括支援センターの番号に対応しています。問い合わせ先は各センターになります。

この日は、23人の参加者が思い思いの
時間を過ごしました
この日は、23人の参加者が思い思いの
時間を過ごしました

DATE.2014.9.10

　介護をする人が周囲からの偏見や誤

解を受けることなく、介護中であるこ

とをさりげなく周囲に知ってもらうこ

とで、心理的負担を軽減し、介護する

人もされる人も安心して生活が送れる

よう「介護マーク」の貸し出しを行っ

ています。

問い合わせ

高齢者いきがい課

TEL:224－5809

介護マーク

介護マーク



保
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

L
2
2
4
‐
5
8
2
7

O
2
2
3
‐
8
7
8
6

■
保
育
園
入
園
相
談

　

来
年
度
の
入
園
を
希
望
す
る
子
の
保
護

者
で
、
子
ど
も
に
心
身
の
障
害
や
言
葉
の

遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
な
ど
に
、

個
別
で
入
園
相
談
を
行
い
ま
す
。

申�

し
込
み
…
9
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

保
育
課（
フ
ァ
ク
ス
可
）

■
平
成
27
年
度
保
育
園
入
園
の
申
し
込
み

手
続
き
説
明
会

　

来
年
4
月
に
保
育
園
入
園
を
希
望
す
る

子
の
保
護
者
に
、
申
し
込
み
手
続
き
や
概

要
を
説
明
し
ま
す
。
当
日
は
混
み
あ
い
ま

す
の
で
、
子
ど
も
を
連
れ
て
の
来
場
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
あ
り
。
当

日
直
接
会
場
。

日
時
…
9
月
28
日
㈰
、
午
前
10
時
～
11
時

会
場
…
市
民
会
館

＊
申
請
書
類
を
同
説
明
会
で
配
布
し
ま

す
。
9
月
29
日
㈪
以
降
は
、
保
育
課（
本

庁
舎
3
階
）と
公
立
・
私
立
保
育
園
で
配

布
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
健
康
診
査

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
‐
5
7
8
5

O
2
2
5
‐
3
0
3
3

　

じ
ょ
く
瘡そ

う（
床
擦
れ
）な
ど
の
予
防
の
た

め
、
川
越
市
医
師
会
の
協
力
で
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。
受
診
は
無
料
で
す
。

実
施
期
間
…
10
月
1
日
㈬
～
31
日
㈮

実
施
場
所
…
指
定
さ
れ
た
受
託
医
療
機
関

対�

象
…
18
歳
以
上
40
歳
未
満
で
、
脊
髄
損

傷
・
脳
性
ま
ひ
・
脳
血
管
障
害
な
ど
を

起
因
と
し
た
身
体
の
障
害
が
あ
り
、
常

時
車
椅
子
を
使
用
す
る
在
宅
の
障
害
者

（
入
院
中
ま
た
は
施
設
に
入
所
・
通
所

し
て
い
る
方
を
除
く
）

申�

し
込
み
…
9
月
10
日
㈬
～
26
日
㈮
に
障

害
者
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
申
し
込
み
後
、受
託
医
療
機
関
一
覧
表
・

健
康
診
査
記
録
票
を
郵
送
し
ま
す
。

＊
平
成
25
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

事
前
に
健
康
診
査
受
診
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

受�

診
方
法
…
受
託
医
療
機
関
に
健
康
診
査

の
予
約
を
し
て
、
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た

書
類
を
持
参
し
受
診

川
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

保
健
医
療
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
8
3
2

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

　

市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
た
め
、
同
計
画（
案
）に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
9
月
10
日
㈬
～
10
月

9
日
㈭（
必
着
）

閲�

覧
場
所
…
保
健
医
療
推
進
課（
本
庁
舎

2
階
）・
保
健
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・

南
連
絡
所
・
公
民
館
・
図
書
館

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は

利
害
関
係
の
あ
る
方

意�

見
の
提
出
方
法
…
任
意
の
用
紙
に
意
見

と
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
在
勤
・

在
学
の
方
は
勤
務
先
・
学
校
名
、
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
そ
の
内
容
を
明
記

し
、
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市

役
所
保
健
医
療
推
進
課（
持
参
・
フ
ァ

ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
・
意
見
の

提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
計
画

作
成
の
参
考
に
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見

の
内
容
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の
意
見
は
取
り

ま
と
め
て
公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
個
人
情
報
は
、
公

表
し
ま
せ
ん
。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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新ホールの仮予約受け付け中 !
文化芸術振興課L224－6157

～�申し込み・問い合わせ�～
ウェスタ川越開業準備室

L224－6017（平日、午前10時～午後5時）

　平成27年に川越駅西口の「ウ

ェスタ川越」にオープンする、

川越市文化芸術振興施設の仮予

約を受け付けています。現在、

平成27年7～10月分を受け付

け中です。ご利用の受け付けは、利用日の属する月の13か

月前の初日から順次行います。なお、利用許可や料金の支払

いなど、正式な手続き（本予約）は、来年の3月以降を予定し

ています。詳しくは、専用ホームページで確認（「ウェスタ川

越」で検索）するか、下記準備室にお尋ねください。

利用月 受付開始日

11月 平成26年10月1日㈬

12月 平成26年11月4日㈫

� 1月 平成26年12月1日㈪

� 2月 平成27年� 1月5日㈪

� 3月 平成27年� 2月2日㈪

平成27年

＊初日が土・
日曜日、祝・
休日の場合、
直後の平日
が受付開始
日になりま
す。

平成28年



老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
に
つ
い
て

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
65

歳
に
な
っ
た
と
き
に
請
求
し
て
受
け
る
年

金
を
、
老
齢
基
礎
年
金
と
い
い
ま
す
。
受

給
す
る
た
め
に
は
、
次
の
期
間
の
合
計
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

　�

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
▼
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

▼
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
▼
若

年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
▼
厚
生

年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
期
間（
昭
和

36
年
4
月
以
後
）▼
第
3
号
被
保
険
者

期
間
▼
合
算
対
象
期
間

　

請
求
は
、
国
民
年
金（
第
1
号
被
保
険

者
）の
み
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
市
民

課（
本
庁
舎
1
階
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南

連
絡
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
・
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
の
加
入
期
間
が
あ
る
方
は
、
年
金
事

務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
の
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

　

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
申
し
出

に
よ
り
受
給
開
始
年
齢
を
早
め
（
繰
り
上

げ
）、
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
額
で
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
や

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、受
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
て（
繰

り
下
げ
）、
増
額
さ
れ
た
年
金
の
受
給
も

で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
初
診
日
が

あ
り
、
病
気
や
け
が
に
よ
り
障
害
者
に
な

っ
た
場
合
、
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
や
障
害
の
程
度

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①�

国
民
年
金
に
加
入
中（
任
意
加
入
中
を

含
む
）

②
20
歳
未
満

③�
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る

＊
厚
生
年
金
加
入
中
や
、
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

は
、
川
越
年
金
事
務
所
L
2
4
2
‐

2
6
5
7
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
発
送

国
民
健
康
保
険
課
L
2
2
4
‐
5
8
3
3

　

川
越
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
の
世
帯
主
あ
て
に
、
9
月
13
日
㈯

か
ら
9
月
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
「
郵
便
物
等

お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」
が
投
函
さ
れ
ま

す
。
お
知
ら
せ
に
書
か
れ
た
期
間
を
過
ぎ

た
場
合
は
、
平
成
26
年
9
月
30
日
有
効
期

限
の
保
険
証
・
本
人
確
認
資
料（
運
転
免

許
証
な
ど
）を
持
参
し
、
国
民
健
康
保
険

課（
本
庁
舎
2
階
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南

連
絡
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

川
越
市
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の

基
本
的
な
方
針（
案
）へ
の
意
見
募
集

教
育
指
導
課
L
2
2
4
‐
5
4
8
3

O
2
2
6
‐
4
6
9
9

　

市
で
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基

本
的
な
方
針
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
、
同
方
針（
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
9
月
12
日
㈮
～
10
月

11
日
㈯（
必
着
）

閲�

覧
場
所
…
教
育
指
導
課（
東
庁
舎
1
階
）

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

意�

見
の
提
出
方
法
…
任
意
の
用
紙
に
意
見

と
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
在
勤
・

在
学
の
方
は
勤
務
先
・
学
校
名
を
明
記

し
、
〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市
役

所
教
育
指
導
課（
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
・
意
見
の

提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
方
針
策

定
の
参
考
に
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
の
内

容
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

し
ま
す
。
類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
個
人
情
報
は
、
公
表
し
ま
せ
ん
。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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「エコプロダクツ川越大賞2014」決定！
資源循環推進課L239－5053

　7月19日、環境に優しい製品やサービスを知
ってもらおうと開催された「エコプロダクツ川越
2014」。当日、来場者による投票が行われ、下記
のとおり決定しました。

最�優秀賞
サンケン電気㈱：最新 LED展示・子ども向け LED
工作「ペットボタル」
優秀賞
㈱アサボウ：「踏んだら、発電。」床発電システム
P
ペ ー ブ ジ ェ ン

avegen
木の家ネット・埼玉：伝統的構法による木の家づ
くりの展示・削り華アートフラワー

左から㈱アサボウ取締役・ウシニナ�ヤナさん、サンケン
電気㈱執行役員・村上清さん、川合善明川越市長、木の
家ネット・埼玉�運営委員長・宮越喜彦さん



名
細
支
会
で
紙
類
・
布
類
収
集

の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
‐
6
2
6
7

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中
に

は
、「
菓
子
箱
や
包
装
紙
な
ど
の
紙
類
」

や
「
布
類
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
分
別
・
資
源
化
し
、
可
燃
ご
み

の
減
量
を
図
る
た
め
、
紙
類
・
布
類
の
収

集
機
会
を
増
や
す
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
地
域
の
方
に
は
、
こ
の
広
報

川
越（
9
月
10
日
号
）と
同
時
期
に「
紙
類
・

布
類
収
集
拡
充
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
…
平
成
26
年
10
月
～
来
年
3
月

対
象
地
域
…
名
細
支
会
全
域

実�

施
内
容
…
紙
類
・
布
類
の
収
集
頻
度
の

拡
充事

務
事
業
外
部
評
価
を
開
催

行
政
改
革
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
5
0
5

　

市
が
実
施
す
る
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
公
開
の
場
で
外
部
評
価
人（
市
民
・

外
部
有
識
者
）が
議
論
を
行
う
事
務
事
業

外
部
評
価
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

事
業
運
営
に
生
か
す
た
め
、
事
業
の
今
後

の
方
向
性
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

　

傍
聴
は
自
由
で
す
（
入
退
室
自
由
。
当

日
直
接
会
場
）。

日�

時
…
①
10
月
2
日
㈭
、
午
後
6
時
～
▼

②
10
月
9
日
㈭
、
午
後
6
時
～
▼
③
10

月
23
日
㈭
、
午
後
6
時
～
▼
④
10
月
30

日
㈭
、
午
後
6
時
～

対�

象
事
業
…
①
＝
防
災
施
設
の
整
備
・
充

実
、
放
置
自
転
車
防
止
対
策
推
進
▼
②

＝
緑
化
推
進
事
業
、
姉
妹
・
友
好
都
市

交
流
▼
③
＝
川
越
市
美
術
展
覧
会
・
文

芸
川
越
編
集
刊
行
、
勤
労
者
福
祉
補
助

事
務
▼
④
＝
道
路
敷
地
寄
附
補
助
、
青

少
年
教
育
の
充
実
・
地
域
子
ど
も
サ
ポ

ー
ト
推
進
事
業

会�

場
…
第
5
委
員
会
室（
本
庁
舎
7
階
）

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
3

　

募
集
案
内
は
、職
員
課（
本
庁
舎
4
階
）、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
南
連
絡
所
、
本
川
越
駅

証
明
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
職
種
・
募
集
人
員
・
受

験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
8
月
10
日
発
行

の
広
報
川
越
・
7
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
犯
・
交
通
安
全
課
L
2
2
4
‐
5
7
2
1

　

9
月
21
日
㈰
～
30
日
㈫
に
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
で
は

関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、
次
の
通
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

出
発
式
・
街
頭
広
報
の
日

日�

時
…
9
月
21
日
㈰
、
午
前
10
時
～
（
雨

天
決
行
）

会�

場
…
ウ
ニ
ク
ス
南
古
谷
店

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日�

時
…
9
月
26
日
㈮
、
午
後
3
時
～
（
雨

天
中
止
）

会�

場
…
ベ
ル
ク
的
場
店

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

日�

時
…
9
月
30
日
㈫
、
午
前
10
時
～
（
雨

天
中
止
）

会
場
…
ク
レ
ア
パ
ー
ク

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す
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納
期
限
は
、
9
月
30
日
㈫

国
民
健
康
保
険
税（
第
3
期
）

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
3
期
）

医
療
助
成
課
L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
3
期
）

介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

犬・猫を10頭以上飼養している
飼い主の皆さんへ

食品・環境衛生課L227ー5103

　多数の動物を飼養した場合、飼い方によっては動物の健

康が損なわれたり、臭いや鳴き声で生活環境の悪化を招い

たりすることがあります。こうした事態を防止するため、「埼

玉県動物の愛護及び管理に関する条例」が改正され、10月

から対象の方は市保健所への届け出が必要になります。

　また、多数飼養の実態を把握することで、必要に応じて

飼い主にアドバイスや指導を行います。

対�象…市内で犬・猫を合計で10頭以上飼養している人（生

後90日以内のものを除く）

● 動物愛護法第10条第1項に基づく登録を受けた人（ペッ

トショップなど）

● 同法第24条の2に基づく届け出を行った人（動物愛護ボ

ランティア団体など）

● 埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則で定め

る人（動物病院開設者など獣医療法第3条に基づく届け

出を行った人など）

＊次の方は届け出の対象外です。
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　「福原地区体育祭」は、今年で67回目を迎える伝
統の体育祭です。福原教育振興会、各自治会、体育
協力員連絡協議会、交通安全母の会等が協力し、毎
年10月の第1日曜日にスポーツパーク福原グラウ
ンドで開催されています。福原地区約2万人のうち、
子どもからお年寄りまで約2,000人が参加する地区
をあげての体育祭です。
　昨年は、親子でのパン食い競走、消防団員のホー
ス巻きリレー、福寿クラブのボール送り競走等の
20種目が行われました。中でも、字町対抗の綱引
きは大変盛り
上がり、近所
の人同士が声
を上げて精い
っぱいの応援
を行っていま
した。また、昼食時には中台・今福の囃

はや

子
し

も披露さ
れました。
　福原地区の22の自治会は、普段は地域の活動や
伝統行事を行っていますが、この体育祭は、自治会
や各団体の枠を超え、地域が一体化する事業です。
老若男女さまざまな方が参加協力することによっ
て、地域に強い連帯感を育み、住民一人ひとりが安
心して暮らせるまちづくりの一翼を担っています。

各
自
の
地
震
対
策
①

　
地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご

ろ
か
ら
の
準
備
が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

2
回
に
わ
た
っ
て
、
自
分
で
で
き
る
地
震
対
策
を
紹
介
し
ま

す
。

家
の
中
で
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

●
家
具
の
転
倒
防
止

　�

長
時
間
を
過
ご
す
居
間
や
寝
室
に
あ
る
大
き
な
家
具
な
ど

を
L
型
金
物
な
ど
で
固
定
す
る

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
4

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

　
　
　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
川
越

●
避
難
経
路
の
確
認

　�

逃
げ
道
に
避
難
の
妨
げ
に
な
る
も
の
が
な

い
か
、
家
具
の
配
置
な
ど
を
点
検
す
る

●
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止

　�

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
に
よ
る
け
が
を
防
ぐ

地
震
発
生
、
そ
の
時
の
た
め
に

　
万
が
一
の
際
に
、少
し
で
も
冷
静
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
対
処
方
法
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
頭
を
守
る

●
揺
れ
が
落
ち
着
く
ま
で
は
む
や
み
に
動
か
な
い

●
外
に
出
る
と
き
は
頭
上
か
ら
の
落
下
物
に
気
を
配
る

　
地
震
発
生
時
に
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
少
な
い
か
ら
こ

そ
、
事
前
の
対
策
が
重
要
で
す
。

市民活動支援課L224－5705

　
有
害
ご
み
で
あ
る
使
用
済
み
乾
電
池
は
、
成
分
の
ほ
ぼ

1
0
0
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
回
収

さ
れ
た
乾
電
池
は
亜
鉛
や
鉄
等
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
再
利

用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
リ
モ
コ
ン
や
時
計
等
の
電
子
機

器
の
中
に
入
っ
た
ま
ま
、
不
燃
ご
み
に
混
入
し
た
状
態
で

排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
は
、
不
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し
た
ま
ま
の
乾
電

池
を
1
本
1
本
手
作
業
で
取
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
乾
電
池
は
不
燃
ご
み
と
分
け
て
、「
有
害
ご
み
」用
の
黄

色
い
保
管
袋
に
入
れ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
管
袋
は
年
に
一
度
、
自
治
会
を

通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
課
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡

所
・
収
集
管
理
課
に
て
、
随
時
無
料

で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
乾
電
池
の

分
別
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

● iPhone 版 ● Android 版

「川越市ごみ分別
アプリ」配信中 !

　ごみ出しに関する情報を手
軽に確認できる、スマートフ
ォン向けアプリを配信してい
ます。なお、アプリは無料で
すが、インターネット接続な
どにかかる費用は利用者の負
担となります。

ご
み
処
理
と
ぴ
っ
く
す

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

乾
電
池 

黄
色
い
袋
で 

リ
サ
イ
ク
ル
！
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ひ
と 

ま
ち

　市長に就任してから、職員と顔を合わせて
話を聞く「職員ミーティング」を開いていま
す。平成21年7月1日に第1回を行い、今日
（8月20日）までに115回実施しました。
　川越市には、行政職（事務職、技術職、保
育士）、技能労務職を合わせると約2,300人
の正規職員がいます。部長・課長とは、決裁
や打ち合せ等で顔を合わせて話をする機会が
たくさんあります。しかし、主事補から副課
長までは直接面談する機会はほとんどなく、
多くの職員について人柄や仕事ぶりを直接知
ることはおろか、顔を合わせる機会も極めて
限られるというのが現状です。
　そこで、職員と直接話をする機会として、
職員ミーティングを開始し、これまでに約
1,400人の職員に参加してもらいました。
ミーティングの形式は、一度に平均すると

12人くらいの職員に市長室に来てもらい、
1人3分程度の話をしてもらいます。
　話の内容については、自由としています。
ミーティングの始めに「話すことは、仕事の
ことでも家庭のことでも趣味・遊びのことで
も要望でもなんでも構いません」と私から誘
うのですが、ほとんどの職員が、自分が担当
している仕事に関することを話します。現
在配属されている部署が直面する課題や問題
点、仕事上の喜びや悩み等々。あるいは、現
在の施設設備、制度に関する改善要望やそれ
以外の意見も多く、職員が熱心に職務に取り
組んでいる様子が伝わってきます。
　要望に関しては、それが理にかなったもの
で、かつ、すぐに対応できるものは早期に対
応しています。
　職員のさまざまな話を聞いていると、それ
ぞれの部署の現状が分かってきます。職員ミ
ーティングは、職員とのコミュニケーション
を図る場という狙いで始めたものですが、市
役所という組織の内部状況の把握にも大変役
立っています。職員ミーティングは、これか
らもずっと継続して実施していきたいと思っ
ています。
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。
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の
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ち
生
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齢
人
口
と
な
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歳
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ら
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ま
で
は
、
す
で
に
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
税
収
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
市
を
取
り

巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
い
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
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シ
テ
ィ
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ル
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と
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、
海
外
の
方
を
含
め
、
多
く
の

方
に
川
越
の
魅
力
を
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っ
て
も
ら
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の
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を
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果
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で
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、
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、
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で
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け
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と
思
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て
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だ
き
、
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の
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て
も
、
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す
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市
の
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現
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、
2
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京
オ

リ
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フ
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市
内
で
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と
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こ

と
を
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に
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の
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加
な
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つ
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る
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め
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組
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ま
す
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後
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、
現
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の
シ
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ス
の
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針
に
沿
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て
、「
選
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自
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に
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た
め
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を
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す
。
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　今福・南大塚
の12軒の農家
で構成する川越
いも研究会は、

サツマイモ栽培の研究から販売まで、「川越いも」
のブランド力を高めるための活動をしています。
　「サツマイモの栽培は土作りが命です。いいイ
モを作るために、いい土を作ることに力を入れて
います」と語るのは、会長の坂

さか

本
もと

宏
ひろ

之
ゆき

さん（今福）。
水はけのよい今福周辺の台地はもともとサツマイ
モに適しているそうですが、土を深く耕す、麦を
土に混ぜて空気を通りやすくする、品種によって
肥料の量を変えるなどの工夫を重ねています。
　毎年、幼稚園など数多くの団体がイモ掘りに訪

れます。加え
て近年は、直
売が増えてい
るそうです。
　サツマイモ

は9月から10
月にかけてが
旬。この秋は
家族みんな
で、畑へ宝探しに出掛けてみませんか。

川越いも研究会

農政課L224－5939

サツマイモ、キュウリ、ナス、オクラ、長ネギ、イチジ
ク、タマネギ、コマツナ、ジャガイモ、カボチャ、カブ、
クリ、巨峰、ピーマン、ダイコン、サトイモ

今が旬！9月の川越野菜 市内の直売所などで購入できます
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日
本
刀
は
、
た
と
え
新
作
で
あ
ろ
う
と
、
伝
統
的
な
材

料
、
伝
統
を
踏
ま
え
た
正
し
い
製
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
作

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
刀
に
使
わ
れ
る
鉄
は
、
土

で
作
っ
た
炉
に
砂
鉄
と
木
炭
を
入
れ
て
燃
焼
さ
せ
、
3
日

3
晩
か
け
て
精
製
す
る
「
た
た
ら
吹
き
」
と
い
う
製
法
で

作
ら
れ
ま
す
。
で
き
た
鉄
の
な
か
で
も
良
質
の
も
の
が

「
玉た

ま

鋼は
が
ね

」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
た
た
ら
吹
き
に
よ
る
製
鉄
は

戦
後
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、（
公
財
）

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
が
島
根
県
・
出い

ず
も雲
地
方
で
操
業

を
行
い
、
全
国
の
刀
匠
に
玉
鋼
を
配
給
し
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
同
協
会
と
共
催
で
、「
平
成
26
年
新
作

名
刀
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
刀
の
制
作
に
は
、
刀
身

の
鍛た

ん

造ぞ
う

、
研
磨
、
外
装
に
伴
う
彫ち

ょ
う
き
ん金

・
金
工
、
漆し

っ

工こ
う

、
組く

み

紐ひ
も

、
鞘さ

や

の
制
作
な
ど
、
日
本
の
伝
統
工
芸
技
術
の
粋
と
い

う
べ
き
も
の
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
展
で
は
日
本
刀

の
展
示
の
ほ
か
、

制
作
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
職
人
に

よ
る
実
演
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
日
本
刀
と
い

う
世
界
に
誇
る
鉄

の
文
化
財
に
親
し

ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
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名
月
を
辞
書
で
引
く
と
、
旧

暦
で
8
月
15
日（
十
五
夜
）

ま
た
は
9
月
13
日（
十
三
夜
）の
月

と
あ
り
ま
す
。
前
者
は
芋い

も

名め
い

月げ
つ

、

後
者
は
豆ま

め

名め
い

月げ
つ

・
栗く

り

名め
い

月げ
つ

と
も
言

う
そ
う
で
す
。
十
五
夜
に
月
見
を

す
る
風
習
の
起
源
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
で
「
収
穫

祭
」
と
し
て
餅
や
サ
ト
イ
モ
を
供

え
て
い
た
こ
と
が
始
ま
り
の
よ
う

で
す
。
日
本
独
自
の
十
三
夜
の
月

見
で
は
、
枝
豆
や
栗
を
供
え
る
風

習
が
あ
り
、
そ
の
呼
び
名
が
付
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
が
旬
を

迎
え
る「
収
穫
の
秋
」。
つ

い
先
日
ま
で
青
々
し
て
い
た
田
ん

ぼ
の
稲
は
、
黄
金
色
に
輝
い
て
い

ま
す
。
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